


























































































整理によると， core, key, common, basic, es-
sential, generic, transferable, trans-
disciplinaryなどという，「汎用性」を表わす
形容語がつくとともに，名詞としても，skills, 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ?? ??
のは「人格性・道徳性」であり，「能力」より
も「資質」の面なのである。このことからも，「コ
ンピテンシー」も重要だが，もっと重要なのは
今も昔も「人格性」なのだということである。
（2）グローバルに活躍する日本人の育成を！
　一般に，グローバル人材は「語学力を含むコ
ミュニケーション能力」を求められるというが，
それらの能力は必要条件ではあっても，「多様
性への尊重と自分の意思で決定できる自立した
人格」が十分条件として伴わなければ，決して
世界で相手にされないであろう。
　この点については，「自立心と多様性を身に
つけよう」と強調している出張勝也氏（オデッ
セイコミュニケーションズ社長）の言葉に強く
共感する。語学力や討論力がどれほどあっても，
人間として理念を持ち，思想を明確に持たなけ
れば，決して「信用」されることはない。その
理念や思想の核の部分に，「自立心と多様性」
をおくということが必要なのである。
　また，「自立」に関して非常に心配な状況が，
日本の若者に見られる。2012年に実施したベ
ネッセ教育研究開発センターの調査によると，
2008年と比べて2012年の方が，親や教員への
依存の傾向が強まっているという。（日本経済
新聞，2013年5月28日，朝刊）つまり「親離れ
できない大学生が増えている」ということであ
る。
　例えば，学生生活や就職などで「保護者の意
見に従うことが多い」と答えた学生は45.6％，
「困ったことがあると保護者が助けてくれる」
と回答した学生は49％で，ともに2008年より
も2012年の方が6％前後増えているのである。
つまり，およそ学生の二人に一人は保護者への
依存から脱していないという状況なのであり， 
2008年以来，保護者もこのことをほとんど問
題にしていないようである。しかし，「事実と
しての教育」は，動物を含めて「自立」である。
　このような「自立」が達成されていない様子
を知ると，本来の「教育」はなされていず，た
だ能力をつけるだけの「訓練」しか行ってきて
いない，という状況だということがわかる。グ
ローバル人材の育成どころではなく，本来の
「教育」自体が年々見失われている，という深
刻な事態があるとの感を深くする。これでは，
またいつか来た道へと引き込まれて行くのでは
ないか，と強く危惧する。あらためて，我々大
人が問われていると言ってよい。
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